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はじめに

オンラインユーザーマニュアル    8

このマニュアルでは、お使いのシステムに関して提供

されているユーザー向け資料の概要のほか、7890A GC 
のキーパッドおよびシステム据付手順のクイックリ

ファレンスを示します。

重要

安全および規制、操作、メンテナンス、トラブルシュー

ティングに関する情報の各国語版については、機器に

付属の Agilent Documentation and Utilities DVD を参照して    

ください。
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オンラインユーザーマニュアル

Agilent 機器に関するマニュアル類を一箇所で簡単に閲

覧できるようになりました。

機器に付属のソフトウェア DVD には、Agilent 7890A GC、  
6890N GC、5975 Series MSD、および 7683B ALS に関する    

オンラインヘルプ、ビデオ、マニュアルが数多く収録

されています。 以下のような、ローカライズされた重要 

な情報が含まれています。

• 基礎知識に関するマニュアル

• 安全および規制に関するガイド

• 設置準備チェックリスト

• 据付に関する情報

• 操作ガイド

• メンテナンス情報

• トラブルシューティングの詳細情報
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7890A GC のキーパッド

次の数ページでは、Agilent 7890A GC のキーパッド機能  

の概要を示します。 詳細については、機器に付属の 

Agilent Documentation and Utility DVD に収録されている    

『Agilent 7890A GC Advanced User Guide』とマニュアル     

セットを参照してください。
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実行キー

[Stop] ただちに分析を終了します。 GC が分析の途中の場 

合は、その分析のデータが消失することがありま

す。 [Stop] を押した後再度分析を行う方法について  

は、『Agilent 7890A GC Advanced User Guide』を参照し     

てください。

[Prep Run] メソッドで指定されている開始条件に GC をセット

するためのプロセスを開始します（スプリットレ

ス注入用の注入口パージの流れを閉じたり、ガス

セーバーモードから通常流量に戻したりなど）。 

[Start] 手作業でサンプルを注入した後で分析を開始しま

す （オートサンプラまたはガスサンプリングバル 

ブを使用している場合は、分析は適宜自動的に始

まります）。
クイックリファレンス 11

../AdvUserGuide/manual.html


情報キー

状況に応じたヘルプを表示するには、[Info] を押しま 

す。 たとえば、設定値入力で [Info] を押すと、「0 ～ 350   
の値を入力してください」というような内容のヘルプ

が表示されます。

[Info] 現在表示されているパラメータに関する状況に

応じたヘルプが表示されます。 たとえば、画面上 

で Oven Temp（オーブン温度）がアクティブ行の 

場合は（その横に < がある）、[Info] を押すとオー 

ブン温度の有効範囲が表示されます。 その他の場 

合は、[Info] を押すと定義または実行する必要のあ 

るアクションが表示されます。 
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ステータスキー

[Status] 頻繁に確認するいくつかのパラメータの設定値

と実際の値を切り替え、「Ready（準備完了）」、「Not
Ready（準備中）」、および「Fault（エラー）」情報

を表示します。 
エラーが発生すると、Not Ready（準備中）LED が 

点滅します。 [Status] を押して、どのパラメータが  

「Not Ready（準備中）」か、またどのようなエラー 

が発生したかを確認します。 
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GC コンポーネントキー

これらのキーは温度、圧力、流量、線速度、およびそ

の他のメソッドの操作パラメータを設定する場合に使

用します。

現在の設定を表示するには、見たいパラメータのキー

を押します。 4行以上にわたって情報が表示されること 

があります。 必要に応じて、スクロールキーを使用して 

隠れている行を表示します。 

設定を変更するには、目的の行までスクロールして変

更内容を入力し、[Enter] を押します。
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[Oven] 定温分析と温度プログラム分析の両方のオー

ブン温度を設定します。

[Front Inlet]  
[Back Inlet]

注入口操作パラメータを制御します。

[Col 1] 
[Col 2] 
[Aux Col #]

カラムの圧力、流量、または線速度を制御し

ます。 圧力または流量のプログラムを設定す 

ることができます。

[Front Det] 
[Back Det] 
[Aux Det #]

検出器操作パラメータを制御します。

[Analog Out 1]  
[Analog Out 2]

アナログ出力にシグナルを割り当てます。 ア 

ナログ出力端子は GC の後ろ側にあります。

[Front Injector]  
[Back Injector]

注入量およびサンプルと溶媒の洗浄など、イ

ンジェクタ制御パラメータを編集します。

[Valve #] ガスサンプリングバルブ（GSV）やスイッチ

ングバルブ 1 ～ 8 のオン、オフを設定または

制御することができます。 マルチポジション 

バルブの位置を設定します。

[Aux Temp #] 加熱バルブボックス、質量選択検出器や原子

発光検出器のトランスファライン、または「未

知」のデバイスなど、その他の加熱部を制御

します。 温度のプログラミングに使用するこ 

とができます。

[Aux EPC #] 注入口、検出器、またはその他のデバイスに

ガスを供給します。 圧力プログラムを使用す 

ることができます。

[Column Comp] カラム補正プロファイルを作成します。
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全般データ入力キー
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[Mode/ 
Type]

数値以外の設定に関連したパラメータのリストに

アクセスします。 たとえば、GC でスプリット / ス 

プリットレス注入口をコンフィグレーションし、

[Mode/Type] キーを押すと、一覧表示されるオプ 

ションはスプリット、スプリットレス、パルスド

スプリット、およびパルスドスプリットレスのい

ずれかになります。

[Clear] [Enter] を押す前に誤って入力された設定値を削除 

します。 また複数行表示の最初の行に戻ったり、前 

の画面に戻ったり、シーケンスまたはメソッド実

行時に機能をキャンセルしたり、シーケンスとメ

ソッドのロードまたは保存をキャンセルする場合

に使用することもできます。 

[Enter] 入力内容の変更を確定したり、モードの切り替え

を行います。

1行ずつ画面を上または下にスクロールします。 画 

面上の<はアクティブになっている行を示します。

数字 

キー

メソッドパラメータの設定を入力します（変更内

容の確定が終わったら [Enter] を押します）。

[On/Yes] 
[Off/No]

警告音、メソッド変更音、キークリックなどのパ

ラメータを設定したり、検出器などのデバイスの

オン、オフを切り替えたりします。

[Front] 
[Back]

コンフィグレーション設定を識別します。 たとえ 

ばカラムをコンフィグレーションする場合は、こ

れらのキーを使用してカラムを取り付ける注入口

と検出器を指定します。

[Delete] メソッド、シーケンス、ランテーブルエントリ、お

よびクロックテーブルエントリを削除します。

[Delete] キーは、検出器のその他のパラメータに影 

響を与えずに窒素 - リン検出器（NPD）のオフセッ

トの調整プロセスを中断する場合にも使用しま

す。 詳細については、『Agilent 7890A GC Advanced    
User Guide』を参照してください。
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サポートキー
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[Time] 最初の行に現在の日付と時刻を表示します。

真ん中の 2 つの行は分析間の時間（前回および次

回の分析時間）、分析時には経過時間と残り時間、

およびポストラン時には前回の分析時間とポスト

ラン残り時間を表示します。

最後の行にはストップウォッチが常に表示されま

す。 ストップウォッチ行では、[Clear] を押して時計  

をゼロにセットし、[ E n t e r ]  を押してストップ 

ウォッチをスタートまたはストップします。 

[Post Run] カラムの焼き出しやバックフラッシュなど、分析

の後に何かを実行するよう GC をプログラムしま

す。 詳細については、『Agilent 7890A GC Advanced    
User Guide』を参照してください。

[Logs] ランログ、メンテナンスログ、およびシステムイ

ベントログの3つのログを切り替えます。 これらの 

ログの情報は、GLP（Good Laboratory Practice）のサ  

ポートのために使用します。

[Options] キーパッド、表示、および診断などの機器パラメー

タ設定オプションにアクセスします。 目的の行ま 

でスクロールし、[Enter] を押して関連する項目に 

アクセスします。 詳細については、『Agilent 7890A  
GC Advanced User Guide』を参照してください。

[Config] カラムの寸法、キャリアガスと検出器ガスのタイ

プ、メークアップガスのコンフィグレーション、

サンプルトレイの設定、注入口と検出器へのカラ

ム配管など、GC による自動検出が不可能であって

も、メソッドを実行するうえで不可欠な要素を設

定します。 これらの設定はメソッドの一部になり、 

メソッドと一緒に保存されます。  

注入口や検出器などの現在のコンフィグレーショ

ンを表示するには、[Config] を押し、次に目的の 

キーを押します。 
クイックリファレンス 19
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メソッドの保管と自動化のキー

これらのキーの目的は、メソッドとシーケンスを GC に

ローカルに読み込み、保管することです。 A g i l e n t  
ChemStation に保管されているメソッドとシーケンスへ

のアクセスに使用することはできません。
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[Load] 
[Store] 
[Method] 
[Seq]

GC にメソッドとシーケンスを読み込み、保管

します。  

メソッドを読み込むには、[Load][Method] を押 

し、GC に保管されているメソッドのリストか

らいずれか 1 つを選択します。 この操作の詳細 

については、『Agilent 7890A GC Advanced User    
Guide』を参照してください。

[Run Table] 分析時に必要な特殊イベントをプログラムし

ます。 特殊イベントの例としては、バルブの切 

り替えなどがあります。 詳細については、 

『Agilent 7890A GC Advanced User Guide』を参照し     

てください。

[Clock Table] 特定の分析時ではなく、ある時刻になると発生

するイベントをプログラムします。 この例とし 

ては、毎日 5:00 p.m. にシャットダウン用の分析 

を開始することができます。 この機能の詳細に 

ついては、『Agilent 7890A GC Advanced User    
Guide』を参照してください。

[Seq Control] シーケンスを開始、停止、一時停止、または再

開したり、シーケンスのステータスを表示しま

す。 詳細については、『Agilent 7890A GC Advanced    
User Guide』を参照してください。

[Sample Tray] トレイやバーコードリーダーが有効になって

いるかどうか表示します。

[Prog] 
[User Key 1]  
[User Key 2]

特定の操作でよく使用される一連のキースト

ロークをプログラムすることができます。

『Agilent 7890A GC Advanced User Guide』を参照し     

てください。
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サービスモードキー

[Service Mode] メンテナンス機能と設定、サービスカウンタ、お

よび GC の診断にアクセスします。 
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Agilent データシステムによる GC 制御時の

キーパッドの機能

Agilent データシステムが GC を制御する場合は、この

データシステムによって設定値を指定し、分析を実行

します。 キーパッドをロックするコンフィグレーショ 

ンになっている場合は、このデータシステムは設定値

の変更を禁止することができます。 データシステムが 

GC を制御しているときは Remote（リモート）LED が点

灯します。 ステータスボードの LED を見れば、分析の進 

行状況がわかります。

データシステムによって制御されている場合は、キー

パッドでは以下のことが可能です。

• [Status] を選択してランステータスを表示する。

• GCコンポーネントキーを選択してメソッドの設定を

表示する。

• [Time] 繰り返し選択して前回と次の分析時間、分析 

の残り時間、およびポストランの残りの時間を表示

する。 

• [Stop] を選択して分析を中断する。
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GC のステータスについて

GC の分析開始準備ができると、表示画面に Ready for 
Injection（注入準備完了）と表示されます。 また、GC で 

分析の開始準備ができていない場合は、ステータス

ボードの Not Ready（準備中）LED が点灯します。 [Status]  
を押すと、GC の準備ができていない理由を説明する

メッセージが表示されます。

ステータスボード

ステータスボードは、GC の現在の状態を簡易的に表示

します。
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説明

Not Ready GC がサンプル処理の準備中である場合は点

灯し、不具合が発生した場合は点滅します。

[Status] を押して、どのパラメータが「Not 
Ready（準備中）」か、またどのようなエラー

が発生したかを確認します。

Run 機器でクロマトグラフィを実行中である場

合（つまり測定中の場合 ) に点灯します。 

Remote GC がリモートデバイス（PC 上で実行されて

いる Agilent ChemStation など）と通信してい 

る場合に点灯します。 点灯中は、リモートデ 

バイスによって制御されている関数はキー

パッドから変更できません。

Clock Table クロックテーブルイベントが設定されている

場合に点灯します。 クロックテーブルイベン 

トの詳細については、 20 ページの「メソッド 

の保管と自動化のキー」を参照してください。 

Gas Saver フロントまたはバックのガスセーバがオン

になっている場合に点灯します。 

ランログ ランログにエントリがある場合に点灯しま

す。 [Logs] を押すと、これらのエントリが表  

示されます。 ランログの情報は実験室での適 

切な実施方法（GLP）基準に使用できます。 

Service Due 指定した制限値にサービスカウンタが達す

ると点灯します。

Pre Run GC のステータスがプレランの場合に点灯し

ます（[Prep Run] を押した後）。 注入口の注入   

準備が整ったことを示します。

Oven Ramp  
 

Rate 
 

Final Temp

オーブン温度プログラムの進捗状況を示し

ます。

• オーブンがオーブン温度プログラムに
従うことができない場合は点滅します。

• メソッドで指定された温度に GC が達す
ると点灯します。

Post Run 機器がポストラン操作（レポートの印刷な

ど）を実行中の場合に点灯します。
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警告音

シャットダウンの前にいくつかの警告音が鳴ります。

ほどなくして問題のあるコンポーネントがシャットダ

ウンし、GC から 1 回警告音が発せられ、番号の付いた

短いメッセージが表示されます。 たとえば、フロント注 

入口のガス流量が設定値に達していないと長い警告音

が鳴ります。 Front inlet flow shutdown（フロント注入口    

フローシャットダウン）というメッセージが短時間表

示されます。 2 分後にフローがシャットダウンします。 

警告音を停止するには、[Clear] を押します。

水素フローがシャットダウンした場合、または加熱部

シャットダウンが発生した場合は、連続した警告音が

鳴ります。

問題は存在しつつも GC の分析を妨げるような問題では

ない場合は、警告音が 1 回鳴ります。 GC は、一度の警告 

音を発して、メッセージを表示します。 GC は分析を開始 

し、分析が開始されると警告メッセージは消えます。 

エラーメッセージには、ユーザーの介入が必要なハー

ドウェアの問題が表示されます。 エラーのタイプに応 

じて、GC からは警告音が発せられない場合と、1 回だ

け発せられる場合があります。 

設定値の点滅

ガス流量、マルチポジションバルブ、またはオーブン

がシステムによりシャットダウンされた場合、コン

ポーネントのパラメータリストの該当行でOffが点滅し

ます。 

検出器で流路シャットダウンまたは流路エラーが発生

した場合は、検出器のパラメータリストの検出器

On/Off 行が点滅します。

警告
GC の操作を再開する前に、水素シャットダウンの原因

を調べて、解決します。 詳細については、トラブル 

シューティング マニュアルの「水素シャットダウン」 

を参照してください。
26 クイックリファレンス
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ログについて

キーパッドからは、ランログ、メンテナンスログ、お

よびシステムイベントログの 3 つのログにアクセスす

ることができます。 ログにアクセスするには、[Logs] を  

押して目的のログに切り替えます。 画面には、ログに記 

録されているエントリ数が表示されます。 リストをス 

クロールします。

ランログ

新たに分析を開始するたびに以前のランログが消去さ

れます。 現在の分析時に、設定されたメソッドからの逸 

脱（キーパッドからの入力を含む）がある場合はラン

ログテーブルに一覧表示されます。 ランログにエント 

リがある場合は、Run Log（ランログ）LED が点灯します。 

メンテナンスログ

メンテナンスログには、ユーザーが設定したカウンタ

のいずれかが限界に達した場合にシステムが生成する

エントリが記録されています。 ログエントリには、カウ 

ンタの種類と現在の値、モニター限界、およびどの限

界に達したのかについての説明が記録されています。

またこのログには、モニタリングのリセット、有効化、

または無効化、および限界や単位（サイクルや時間）の

変更など、カウンタに関するユーザー作業 1 つ 1 つが

記録されます。 

システムイベントログ

システムイベントログには、GC 操作時の重要なイベン

トが記録されます。 分析時にも有効な場合にはランロ 

グにも記録されるイベントもあります。
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Agilent 7890A GC  
クイックリファレンス
3

7890A GC の据付 

7890A GC 据付の 10 のステップ    30

これ以下は、新しい GC の据付と点検のためのクイック

リファレンスガイドです。

これらのステップの詳細については、システムに付属

の Agilent Documentation and Utilities DVD に収録されたマ    

ニュアルを参照してください。

• カラムおよび消耗品の取り付けについては、メンテ

ナンス情報を参照してください。

• GC およびオートサンプラの操作については、操作情

報を参照してください。

• チェックアウトサンプルの分析については、上級

ユーザー情報を参照してください。

警告
重い部品の取り扱いには細心の注意を払い、 部品の持 

ち上げは 2 人で行ってください。 1 人で持ち上げると、 

怪我を負う可能性があります。
29Agilent Technologies



7890A GC 据付の 10 のステップ

ステップ 1

GC を設置台に置き、検出器のカバーの下にある検出器

のキャップを取り外します。

ステップ 2

背面パネルのキャップを取り外し、ガス供給源に接続

します。

 1-2 mm
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ステップ 3

ガス供給源の圧力を設定し、漏れがないか調べます。

ステップ 4

チェックアウトカラムを取り付けます。

ガス 推奨 最大

ヘリウム 400 kPa（60 psi） 690 kPa（100 psi）

水素 400 kPa（60 psi） 690 kPa（100 psi）

空気 550 kPa（80 psi） 690 kPa（100 psi）

窒素 400 kPa（60 psi） 690 kPa（100 psi）
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ステップ 5

サンプラおよびトレイを取り付け、ケーブルを背面パ

ネルに接続します。

ステップ 6

電源ケーブルおよび残りのケーブルを接続します。

SAMPLER 1

TRAY

RS-232 LAN
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ステップ 7

GC の電源を入れます。 ご使用の注入口および検出器の 

ためのチェックアウトメソッドを読み込みます。 画面 

表示に「Ready」（準備完了）が表示されるまで待ちます。

ステップ 8

マニュアルで注入する場合 : チェックアウトサンプル 

を準備します。 注入口にサンプルを注入し、[Start] を押  

します。

STATUS - Ready

Oven On

Post
Run

Not
Ready Run

Remote

Run
Log

Clock
Table

Service
Due

Gas
Saver

ACTUAL       SETPOINT

1.0 µL
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ステップ 9

オートサンプラで注入する場合 : チェックアウトサン 

プルバイアルを準備します。 サンプラにバイアルを設 

置し、[Start] を押します。 
 

ステップ 10

検出器のチェックアウトクロマトグラムと分析結果を

比較します。

1

min0 1 2 3 4 5
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34 クイックリファレンス


	目次
	はじめに
	オンラインユーザーマニュアル

	キーパッドとステータス ボード
	7890A GCのキーパッド
	実行キー
	情報キー
	ステータスキー
	GCコンポーネントキー
	全般データ入力キー
	サポートキー
	メソッドの保管と自動化のキー
	サービスモードキー
	AgilentデータシステムによるGC制御時の キーパッドの機能
	GCのステータスについて
	ステータスボード
	警告音
	設定値の点滅

	ログについて
	ランログ
	メンテナンスログ
	システムイベントログ


	7890A GCの据付
	7890A GC据付の10のステップ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


